
現
状
は
下
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
か
な
り
の
長
さ
を
有
し
た
木
簡
と
思
わ

れ
、
そ
の
上
端
部
の
み
に
物
品
名
を
記
載
し
た
付
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
類

例
と
し
て
、
金
沢
市
西
念

。
南
新
保
遺
跡
出
土
木
簡

「須
留
女

×
」
谷
天
３
×

一三
×
七
）
が
あ
げ
ら
れ
る

（金
沢
市
荻
育
委
員
会

『金
沢
市
西
念

。
南
新
保
遺
跡
Ｉ
』

一
九
八
九
年
）
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
物
品
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
今
の
と
こ

ろ
判
然
と
し
な
い
。
時
期
も
ま
た
、
第

一
二
号
溝
内
の
出
土
遺
物
が
古
墳
時
代

後
期
か
ら
平
安
時
代
の
上
器

（主
体
は
七
世
紀
後
半
ど
八
世
紀
前
半
）
を
混
在
し
て

い
る
た
め
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
木
簡
の
内
容
と
と
も
に
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

本
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
に
お
い
て
自
然
河
川
が
存
在
し
た
の
ち
、
弥
生
時
代

中
期
に
は
水
田
開
発
が
行
な
わ
れ
、
以
後
ほ
ぼ
間
断
な
く
水
田
耕
作
域
と
な

っ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
周
辺
丘
陵
に
は
磐
城
郡
衡
と

の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
製
鉄
遺
構

・
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
木
簡

出
上
の
意
義
も
こ
れ
ら
遺
跡
の
も
つ
総
合
的
な
性
格
の
中
で
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

釈
読
に
あ
た
り
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

働
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団

「
い
わ
き
市
内
発
見

の
木
簡
」
ら
発
掘
ニ
ュ

ー
ス
』
三
八
　
一
九
九
二
年
）

（矢
島
敬
之
）

秋
田
市
教
育
委
員
会
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
編

『
秋
田
城
出
土
文
字
資
料
集
Ｉ
』

秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
は

一
九
八
四
年
に

『
秋
田
城
出
土
文
字
資
料
集

Ｉ
』
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
漆
紙
文
書
と
墨
書
土
器
の
集
成
を

刊
行
し
た
が
、
今
回
そ
れ
に
続
き
、
秋
田
城
跡
出
土
木
簡
と

『
Ｉ
』
以
後

の
漆
紙
文
書
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
刊
行
し
た
。

木
簡
は
、　
一
九
八
九

・
九
〇
年
に
行
な
わ
れ
た
外
郭
東
門
付
近
の
第
五

四
次
調
査
を
中
心
に
三

一
一
点
が
掲
載
さ
れ
、
漆
紙
文
書
と
と
も
に
全
点

に
写
真
と
解
説
を
付
す
。

『
木
簡
研
究
』

一
・
八

，
一
二
に
も
報
告
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
今
回
そ

の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。Ａ

４
版

１９４
頁
、　
一
九
九
二
年
二
月
刊

頒
価

〓
一〇
〇
〇
円
、
送
料

四
五
〇
円

照
会
先
　
〇
一
一　
秋
田
市
寺
内
字
大
畑
一
一
一

秋

田

城

跡

調

査

事

務

所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
一
八
八
十
四
五
十
一
八
三
七




